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イギリスの中等教育用地理テキストに
みるESDの概念
―日本の地理教育におけるESD実施へ向けての課題と展望―
泉　　　貴　久
Ⅰ.はじめに
環境問題や南北間題をはじめとする地球的諸課題が深刻化する今日,そ
の解決へ向けての指針となる｢持続可能な開発(SD =Sustainable Devel-
opment)｣という言葉がクローズアップされている｡ SDについて｢現在
の世代における地域間･社会階層間での公正な社会的ニーズを満たしつ
つ,将来世代のニーズをも満たすべく自然環境に配慮しながら開発を行う
1)
こと｣と一般的には解釈されている｡だが, NPO法人｢持続可能な開発
のための教育10年推進会議(ESD-∫)｣は, SDを｢民主的で誰もが参加
できる社会制度と,社会や環境への影響を考慮した経済制度を保障し,
個々の文化の独自性を尊重しながら,人権の擁護,平和の構築,異文化理
解の推進,健康の増進,自然資源の維持,災害の防止,貧困の軽減,企業
2)
責任の促進などを通じて,公正で豊かな未来をつくる営み｣と位置づけて
おり,自然環境の側面のみにとどまらず,政治,経済,社会,人権,平和,
異文化理解,災害防止などといったより広い側面からの解釈を試みてい
る｡
SDについてのこうした考え方は, 1987年の｢国連環境と開発に関する
世界(ブルントラント)委員会｣において初めて提唱され, 1992年のリオ
デジャネイロでの｢開発と環境に関する国連会議(地球サミット)｣で宣
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言された｢アジェンダ21｣において明文化された｡そして, 2002年のヨハ
ネスブルグでの｢持続可能な開発に関する世界首脳会議｣では日本政府の
主導で｢持続可能な開発のための教育(ESD=Education f♭r Sustainable
Development)｣が提唱され,それをもとに2005年～2014年の10年間,ユ
ネスコ主導の下でのESDへの取り組みが世界各国で開始されるに至った
3)
のである｡
本稿では以上の点を踏まえ,日本の教育界において今日注目を浴びてい
るESDの概念やそれと地理教育との関係,日本の地理教育におけるESD
への取り組みの現状について,地理教育の国際的な動向との比較の下で若
干の考察を行う｡その上で,イギリス地理教育におけるESDの動向を探
るべく中等教育用地理テキストPROBLEM SOLVING PRACTICEの第
1章TheAmazon rainforestの内容分析を行い, SDの概念がどのように
明記されているのかを検証する｡そして最後に,イギリス地理教育の実践
レベルにおけるESDの特徴について明らかにし,それを踏まえて日本の
地理教育におけるESD実施へ向けての課題と展望について問題提起をし
ていきたい｡
Ⅱ. ESDと地理教育との関係についての若干の考察
1. ESDの概念
ESDについて,文部科学省は, ｢環境と開発を包含しつつも,人権,
ジェンダー,貧困撲滅,文化的多様性,災害予防,安全保障等様々な領域
い
と関連する教育｣と定義づけているが,このことはESDが環境教育や開
発教育の枠組みのみに限定されないより広範な領域を含んだ教育として位
置づけられていることを意味するものである｡また, ESDのねらいにつ
いて,ユネスコは｢持続可能な開発を通じて全ての人々が安心して暮らせ
る未来へ向けた取り組みに必要な能力や考え方の育成｣,ないしは｢地域
の抱える公共の問題に自ら関わり,その解決へ向けて他者とともに積極的
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に参加できる市民の育成｣と設定しているが,ここからESDが知識の習
得よりも,市民としての主体的な社会参加へ向けた技能や態度の育成を重
視していることを伺うことができる｡さらにユネスコは, ESDそのもの
を｢価値観を基盤にした教育｣と位置づけており,その中心概念として｢現
在及び将来の世代を含む他者の尊重｣ ｢相違と多様性の尊重｣ ｢環境の尊
5)
重｣ ｢我々が住む惑星の資源の尊重｣を設定している｡まさに,これらの
概念こそがESDの掲げる公正で豊かな未来を創造していく上での不可欠
な要素となり得るし, ESDで取り扱うべき中心的な学習テーマにもなり
6)
得るのである｡
なお,上述した社会参加にあたって,地理教育的観点から鑑みた場合,
｢地域を構造的にとらえる能力｣ ｢地域に潜む問題を発見する能力｣ ｢問題
の背景･要因を追究する能力｣ ｢望ましい解決策を考える能力｣ ｢地域の将
来像への提案能力｣ ｢より良い地域づくりへ向けての社会参画能力｣の育
7)
成が必要不可欠であると筆者は考えている｡こうした諸能力はESDの目
8)
指す能力である｢批判的思考力｣ ｢問題解決能力｣ ｢意思決定能力｣と合致
するものであり,それらの育成にあたっては,学習者の主体的な学びのプ
ロセスが重視されるとともに,学びのプロセスを保障するための参加型･
協働型を軸にした多種多様な学習方法が組み込まれていることが前提とな
る｡
さて,以上述べたことをまとめると, ESDの特徴として, ①内容領域
において学際性.総合性が強いこと, (む学習の基盤としての価値観を重視
していること, ③批判的思考･問題解決･意思決定の学習プロセスを重視
していること, ④参加型･協働型を軸にした学習方法が活用されているこ
と, ⑤社会参加の舞台としての地域性が尊重されていること,の5点をあ
げることができる｡
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2. ESDと地理教育との関係
ここでは, ESDと地理教育との関係について明らかにするとともに,
ESDの実践において地理教育が主導権を握るべきであるとする根拠につ
いて述べていきたい｡だが,その前提として地理教育そのもののねらいに
ついて若干述べていく必要がある｡
地理教育は,日本では独立教科として存在しておらず, ｢民主的･平和
的な社会を担う市民の育成｣を最終目標に掲げる社会科教育の一端を担っ
L.ll
ている｡また,地理教育は地理学の応用分野としての役割を担っている
が,地理学それ自体の目的は｢実在の地域における社会問題の解決と,也
10)
域の今後のあり方を総合的な観点から探っていくための政策提言｣にある
とされる｡ゆえに,地理教育は, ｢より良い地域を創造するための市民性
を育むための教科｣と定義でき,その最終目標は, ｢問題解決･政策提言
の過程を重視し,地域において世界とのつながりを視野に入れながら積極
ll)
的に行動する市民の育成｣にあるといえる｡
次にESDと地理教育との関係について述べていきたい｡地理教育は,
実在の地域を学習対象としているゆえに,地域の実情に即した具体的な問
題解決･政策提言が可能で,かつ地域の実態を踏まえた社会政策の実行も
可能であるという実用的な教科といえる｡このことは地域性や問題解決の
プロセスを尊重するESDの理念と合致しているといえる｡また,地理教
育は,方法論において｢環境と人間との関係を軸にあらゆる自然的･社会
的諸事象を空間的に考察しようと試みること｣から学際的･総合的性格を
帯びた教育分野として位置づけられ, ESDの理念との共通点を見出すこ
12)
とができる｡
このことに関連して,現行の高校学習指導要領においては,地理A,也
理Bともに｢現代的諸課題の地理的考察｣が学習内容に設定されており,
そこでは環境･エネルギー,人口･食料,民族･領土問題などの地球的諸
課題について地域性を踏まえながら探究するための学習プロセスが重視さ
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れている｡また,次期学習指導要領の方向性について定めた中央教育審議
会(中教審)答申においても,高校地理Aの基本方針について｢防災な
どの生活圏の地理的課題に関する地図の読図,作図及び地域調査などの作
業的･体験的な学習を充実し,実生活と結びついた地理的技能を身に付け
させるとともに,環境,資源･エネルギー問題などの現代世界の諸課題や
持続可能な開発の在り方などについて地域性や歴史的背景を踏まえて考察
13)
させ,地理的見方や考え方を培うことを一層重視する｣との文言が明記さ
れている｡
以上述べたことから, ESDと地理教育とは理念や目的,内容や方法の
面において共通性を帯びていることが理解できるだろう｡このことは同時
に,地理教育がESDの実践において主導権を握るべきであるとする根拠
を示すことにもなるのである｡
3.日本の地理教育におけるESDの取り組みの現状
イギリスでは,ナショナル･カリキュラムにおいてESDの視点が盛り
込まれ,それに基づいた授業実践も活発である｡しかも,地理学習の目標
14)
の一つが｢環境ないしは持続可能な開発への理解,分析,解決｣と明記さ
れており,学習目標の達成に向けて国の内外で起こっている諸課題をテー
マに,探究型のプロセスを踏まえながら解決-の途やより良い社会を模索
していくための学習が重視されている｡いわば,イギリスではESD推進
15)
の中核教科として地理教育が位置づけられているのである｡
なお,このような地理教育におけるESDへの取り組みは何もイギリス
に限ったことではない｡国際地理学連合地理教育コミッション(IGU-
CGE=International Geographical Union-Commission on Geographical
Education)が制定した国際レベルでの地理教育の指針｢地理教育に関す
るルチェルン宣言｣においても地理教育の目的を｢持続可能な開発の達成｣
とした上で,その達成に向けての戦略や必要とされる学力,カリキュラム
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16)
開発の基準について明記されている｡また, IGUの作業部会(タスク
フォースTask-Force-TF)が主催する国際地理オリンピック(IGEO=
International Geography Olympiad)の各種学力試験内容においても
ESDの理念が取り入れられており, ESDはもはや地理教育の国際的なス
17)
タンダードとして位置づけられているのである｡
だが,その一方で,日本の地理教育ではESD-の取り組みはまだ浅
く,理念的なレベルにとどまった状態にある｡その原因として,日本の地
理教育では従来より知識や概念を習得することにウェ-トが置かれ,現代
的諸課題への追究･考察プロセスを通じた問題解決へのアプローチはどち
らかといえばおざなりにされていたことをあげることができる｡また,そ
のことに加えて, ESDの視点を地理教育-導入することの現場サイドか
らの取り組みや導入の是非をめぐっての積極的な意見はほとんど聞かれる
こともなかったといえる｡最近になって,日本地理教育学会ESD研究グ
ループが主体となって,雑誌『地理』誌上に｢持続可能な地域社会に向け
I.<1
て一地理教育の挑戦-｣という連載記事が掲載されるようになった｡そこ
ではESDの理念に基づいた地理教育の理論的枠組みについての整理がな
されるとともに,その枠組みに基づいた授業実践プランの提案がなされて
いる｡また,地理科学学会のワーキンググループである｢地理教育ESD
研究グループ･地理教育懇話会｣においてもESDと地理教育との関係に
ついて諸外国における研究動向を踏まえつつ,理論と実践の両面から継続
19)
的な研究がなされている｡こうした両者の取り組みが今後,日本の地理教
育におけるESD普及-の起爆剤となっていくことが期待される｡
Ⅱ.イギリスの地理テキストの内容
1.中等教育地理テキストProblem Solving Practiceの特徴
20)
中等教育地理テキストProblem Solving Practiceは, Avery Hillが主
催する一般中等教育資格試験(GCSE=General Certi丘cate of Secondary
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Education)対策用に出版されたHeinemann社発行のシリーズ本の一つ
である｡タイトル名の通り,地理学習における問題解決能力の育成を目的
に編集されており,具体的には,表1に示すように価値判断･意思決定の
学習プロセスの中に探究型の発間を取り入れることで,生徒たちの問題解
表1 Problem So一ving Practice内容構成の一部
単元 乂x>vR   
アマゾンの熱帯雨林 Dﾙ畠},ﾘ,ｨ廂&ﾈ*ｨ*.ﾈ*尼         
②誰が熱帯雨林を開発するのか? 
③経済活動はどのように熱帯雨林を開発するのか? 
④近代的開発は熱帯雨林にどのような影響を与えるのか? 
⑤近代的開発は現地住民にどのような影響を与えるのか? 
(釘持続可能性とは何か? 
⑦熱帯雨林を含めた生態系はどのように管理されるべきなの 
か? 
長江を堰きとめる 憖ﾈ,ﾉ:ﾘ*ｸ,h,ﾘ巉*尼    
②長江は中国にとって利益になるものか問題を引き起こすの 
か? 
③水はどのように管理されるべきか? 
④ダム建設計廟の利点とは何か?問題点とは何か? 
⑤解決するべき課題とは何か? 
⑥意思決定 
私たちの海岸を守る 宙ｸ4h88ｹ&饑ｲｨ8ｸ5ｸ6ﾈ5愛8ｭﾘ*(,X巉*ｨｴ,,B            
ために闘う (.ﾈ*尼   
②海岸線を変化させていく要因とは何か? 
③堆積作用はどのように海岸線を変化させているのか? 
④浸食された海岸線をどのように管理するのか? 
⑤海岸線の管理をどのように成功させるのか? 
(釘海岸線の管理は良く練られた上での決断が必要だ 
⑦意思決定 
経済活動が環境に与 8ﾈ4984ｨ499&饑ｲh8ﾘｸ5壷<¥ｨ,ｨ           
える影響 宙<¥ｨ,ｨﾘ齷(ﾆ豫ò      
(卦さらなる観光客-より多くのアトラクション? 
(彰ツーリズム-地方経済の中枢部分 
⑤経済的利潤は環境負荷を意味しない! 
(む意思決定のための時間:ツーリズムと環境のために撹示で 
きること 
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決スキルを伸ばしていくことをねらいとしている｡また,同じシリーズ本
である"Climate, the Environment and People", ``people and Place",
``Water, Landfbrms and People'', "People, Work and Development''
といった内容知に関わる4冊のテキストの中のいずれか1冊と並行した学
習が奨励されているが,このことは地理教育における内容知と方法知の一一一
体化を目指すものと解釈できる｡さらに,地理のみならず意思決定過程を
重視している他教科においても十分に適用できる内容であることが強調さ
れているが,このことは地理そのものの教科横断的な性格が反映されてい
ることの表れであると解釈できるだろう｡
2.第1章TheAmazon rainforestの内容
第1章The Amazon rainfbrestは以下のテーマで構成されている｡
(彰　熱帯林を含めた生態系システムに価値があるとされる理由
②　熱帯林はどのように開発されるのか?
③　熱帯林開発の効果とは?
④　熱帯林を持続可能な方法で管理することは可能か?
これらの4つの問いかけを探究し,自ら解決への手がかりを見出すこと
で,最終的には事例地域であるブラジル･ロライマ州におけるアマゾンの
広大なエリアをどのように管理していくのかという,持続可能な開発のた
めの地域政策の立案が求められているのである｡以下, The Amazon rain-
forestのテーマ構成に沿いながら,テキストの内容分析を行うこととす
る｡
(1)なぜ熱帯林はそれほどまでに価値があるのか?
ここでは,世界地図上で熱帯林の地理的分布の特徴について主に気候環
境との関わりから見出させた上で,熱帯林の｢気候調節機能｣としての役
割について気づかせるとともに,その機能について｢大気の大循環システ
ム｣ ｢光合成による酸素の供給源｣ ｢水源滴養効果｣という観点から考察さ
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せていく｡また,熱帯林を｢遺伝子の宝庫｣として位置づけ,それを｢生
物多様性｣ ｢食物連鎖｣ ｢生物の進化｣をテーマに｢複雑な生態系システ
ム｣という観点から取り扱うとともに,熱帯林が食料,燃料,産業用資材,
薬品などといった人類の生存に不可欠な各種資源の供給源としての役割を
も担っていることに気づかせていくのである｡すなわち,ここでは,熱帯
林の持つ価値や有用性についてグローバルな観点から考察させているので
ある｡
(2)誰が熱帯林を開発するのか?
ここでは,アマゾンの先住民ヤノマミ族による伝統的な開発と国家プロ
ジェクトによる近代的開発とを対比させ,各々の開発の特徴について考察
させることで学習者にSDの概念について気づかせていく構成となってい
る｡
まずは,ブラジルにおける熱帯林の分布の特徴,熱帯林分布の年次推移
について地図上から把握させるとともに,特にアマゾン川流域において熱
帯林破壊が顕著に進んでいることに気づかせていく｡次に,過去100年間
の近代化政策に伴って人口の激減したアマゾンの先住民族ヤノマミ族の生
活形態に着目させるとともに,彼らの生業形態の一つである狩りや狩猟,
移動式耕作について動植物や土壌栄養分,水循環といった生態学的観点か
ら考察させることで先住民族独自の伝続的な開発行為の特徴をSDの観点
から把握させていく｡
続いて,国家の推進する近代的開発について取り上げていく｡ここで
は,統計資料よりブラジルとイギリスの各種データ(人口,人口増加率,
平均寿命,一人当たりGNP,乳児死亡率)を比較させ,社会経済的観点
からみた発展途上国としてのブラジル社会の現状について理解させる｡ま
た,アマゾンにおける熱帯林消失の年次推移を地図上で確認させた後,熱
帯林開発の背景について地域格差や大土地所有制といったブラジル特有の
社会構造との関わりから考察させていく｡さらに,表2に示すように,熱
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表2　様々な経済活動と生態系破項との関係について検証するための
アクティビティー
【経済活動の具体例】
①牛の放牧　②伐採　③特産品の収穫･栽培　④ツーリズム　⑤科学的研究　C6)再定住
(カ産業開発(釘野生動物の国際間での取引　⑨プランテーション
間1　上記の9つの経済諸活動はどのような方法で熱帯林の持つ生態系を利用するの
か｡具体的に述べよ｡
間2　植物,野生生物,土壌とその栄養分はどのような方法で用いられるのか｡具体
的に述べよ｡
間3　どの活動が生態系を破壊する行為,あるいは保全する行為に該当するのか｡具
体的に述べよ｡
問4　それぞれの経済活動を以下に示す指標にしたがってランキングせよ｡
5 :広い範囲をほぼ完全に破壊しつくす｡
4 :野生生物や先住民の生育地を相当に広い範囲で破壊する｡
3 :生態系とのバランスに問題があるものの,再生可能な範閏で植生が回復す
る｡
2 :狭い範囲での破壊
1 :わずかな範関での生態系の改変
o :破壊は全くなされない
帯林開発に伴って展開されている様々な経済活動が,どの程度生態系の破
壊を助長しているのかを検証させるためのアクティビティーが設定されて
いるのである｡
(3)近代的開発は地球環境や人間にどのような影響を及ぼすのか?
ここではまず,ローカルレベルで生じる環境問題である熱帯林伐採が地
球環境そのものにどのような影響を及ぼすのかを表3に示すアクティど
ティーを通じて気づかせていく｡具体的には,熱帯林破壊によって食物連
鎖の崩壊,動植物種の個体数減少, CO2増大と地球温暖化,水収支の変化
と降水量の減少,土壌浸食と植物の死滅,植生の変化と土壌の栄養分の減
少などの諸問題がもたらされることを学習者に理解させるとともに,それ
らの諸問題が互いに結びつき,複雑な発生メカニズムを里していること,
それゆえに問題解決に当たってはトータルな視点に立脚していかなければ
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表3　熱帯林伐採が地球環境に及ぼす影響について考察するためのアクティビティー
間1熱帯林の破壊は生態系にどのような影響を及ぼすのか?次の点から具体的に述
べよ｡
①動植物種の保存　　②食物連鎖
間2　アマゾンの熱帯林は9千万年もの間存在し続けている｡だが,近年の人間活動
の結果,熱帯林そのものが変化を遂げている｡このことは生態系そのものの安
定,もしくは不安定のどちらを意味するのか｡あなたの見解を具体的に述べ
よ｡
間3　人間の活動は天候や気候にどのような影響を及ぼすのか｡あるいは,熱帯林の
破壊は地球上の気候変動にどのような影響を及ぼすのか｡地球温暖化,温室効
果の2つの観点から説明せよ｡
間4　ブラジルの経済成長のためになされている熱帯林伐採という行為を,経済成長
をすでに果たした私たちイギリス人が非難することは果たしてできるのか｡あ
なたの見解を具体的に述べよ｡
ならないことに気づかせていくのである｡
次に,熱帯林伐採を伴う近代的開発を経済的利益と社会的損失の両面か
ら考察させていく｡そもそもブラジル政府の推進するアマゾン開発は,那
市部のスラム居住者や農村部に居住する小作人をこの地に移住させ,彼ら
を集落開拓や農林業に従事させることで,失業率の低下,地域格差と貧困
の解消を目指した国家の一大プロジェクトである｡同時に,金鉱や鉄鉱な
どの地下資源の採掘によって工業化の推進や輸出振興に寄与するなど新興
国としての地位を確固たるものにするための経済発展をも目指している｡
そして,経済発展を支えるためにアマゾンの豊富な水資源を利用した水力
発電所の建設,あるいは物流の動脈となる高速道路の建設など,各種イン
フラの整備を推し進めていく｡それによって,鉄鋼業を中心とした基幹産
業の発展とともに人々の生活水準の向上の達成を目指しているのである｡
だが,このような開発政策は,もとからアマゾンに居住していたヤノマ
ミ族をはじめとする先住民族の生活権侵害という社会的損失を伴うことに
もなる｡彼らは実際,森林伐採による食料･燃料などの｢日常の糧｣の不
足にあえぐとともに,移住者との乳蝶,彼らのもたらした新型ウイルスの
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蔓延,生活･産業排水による河川の汚濁などの問題に直面し,苦悩してい
る｡また,開発によって居住地を奪われることで｢環境難民｣と化し,や
むなく都市部のスラム-と移動し,劣悪な環境の下で生活せざるを得ない
状況に追い込まれている｡
以上述べたことからわかるように,ここでは,近代的開発のもたらす影
響をメリットとデメリットの両側面から考察させるとともに,開発に伴い
生じる問題点を自然科学と社会科学の二つの観点からとらえさせていく構
成となっているのである｡
(4)持続可能な開発(SD)とは何か?
ここでは,近代的開発のアンチテーゼである持続可能な開発,すなわち
SDの概念について取り上げられている｡まずはSDについて｢人々に害
を及ぼさず,環境への負荷は少ないゆえに,永続的に実行可能な開発であ
ること｡ただし,実行にあたっては入念な計画と管理の下でなされるべき
ものであること｡そうであれば,あらゆる資源は再生可能となり,未来の
世代の人たちはこれらの資源をもとに様々な社会活動を展開すること｡｣
と定義づけている｡その上で,アグロフォレストリーやエコツーリズムの
考え方について取り上げ,それをSDとの関わりから考察をさせるべく,
以下に示す文章を学習者に読ませていく｡
林業ではこれまで最も価値のある樹木を見つけるために該当地域にお
ける全ての樹木を伐採していた｡マホガニーは1 m3あたり850ドルの価
値があり, 40mの高さの樹木もまた相当な価値がある｡ゆえに木材積
み出しのための道路建設がたとえ伐採地と製材所とが500km離れてい
てもなされるのである｡木材業者にとっての植林は利潤追求という観点
に立った場合ほとんど意味をなさない｡なぜなら,植林した樹木が生育
するまで100年もかかるからである｡これはまさに持続不可能な林業と
いえる｡持続可能な林業とは,木を伐採するごとに植林を必ず行うとと
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もに,伐採も再生が可能なように部分的に行う｡また,樹木のみならず
作物も同時に植えていく｡そうすることで土壌浸食も防ぐことができる
からだ｡
複数の旅行会社は野生生物との神秘的な出会いを強調するようなエコ
ツーリズムを宣伝している｡だが,本来のエコツーリズムは農村コミュ
ニティーに滞在し,自分たちの生存に不可欠な自然環境の保全活動を通
じて,自らの生活を見つめ直すことを目的としているのである｡それゆ
え,エコツーリズムの実施にあたって以下の点を考慮に入れなければな
らない｡
①　小さなスケールでかつ少人数の観光客を受け入れること｡
(勤　地元の人々によって管理されるべきであること｡
(彰　教育目的の観光客であること｡
④　地域の環境や野生生物へ負荷を与えないこと｡
(9　収益金は地元の自治体や環境保全に還元されること｡
(5)熱帯林における生態系はどのように管理されるべきなのか?
ここでは,アマゾンを管轄するロライマ州における二つの開発計画(プ
ランA,プランB)についてSDの観点から比較･検討させ,どちらの開
発が適切なのかを学習者に判断させていくアクティビティーが取り入れら
れている｡
ちなみに,プランAは,経済的効果を意図した開発計画で,以下の点
が開発の条件として設定されている｡
(丑　幹線道路から100km以内に牛の放牧場をつくる｡
(勤　先進国と商取引をするための金の採掘場をつくる｡
(彰　産業発展のために河川にダムを築き,水力発電所を建設する｡
(彰　大企業の主導で木材の伐採を行う｡
⑤　鉱産資源が発見されたら採掘を行う｡
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(釘　2万もの人たちがブラジル国内から入植のために移住してくる｡
一方,プランBは,環境保全を意図した開発計画で,以下の点が開発
の条件として設定されている｡
①　4万人に昇る金の採掘者を撤退させる｡
②　先住民族の居住地区域を保全し,この区域は開発を認めない｡
(彰　小規模の農業やアグロフォレストリー,持続性の高い林業のみを認め
る区域を設定する｡
④　エコツーリズムへ向けた開発を行う｡
⑤　開発は一切できない1,700km2に及ぶ生態系保全区域を設定する｡
⑥　果実やゴム,ブラジルナッツなどの採取のみ(伐採･植林は禁止)に
限定した区域を設定する｡
また,このアクティビティーに続いて,熱帯林を資源として開発･保全
することを目的としたロライマ州の開発計画について策定するためのアク
ティビティーも設定されている(表4)｡このアクティビティーの目的は,
学習者自らが現地の地理的諸条件を踏まえながら地域開発計画を打ち立て
るとともに,自らが打ち出した開発計画をSDとの関わりから検証させ,
望ましい地域づくりのあり方について気づかせていくことにある｡いわ
ば,価値判断･意思決定･政策提言のプロセスを重視したアクティビ
ティーとして位置づけられているのである｡
最後に,この学習の総括としてのレビュー問題(表5)が設定されてい
る｡熱帯林伐採に伴って生じる諸問題,各種の開発行為と熱帯林伐採との
関係,熱帯林の保全に向けての国際的な取り組みについて概観することで
第1章の学習は終了するのである｡
Ⅳ.イギリス地理教育におけるESDの特徴
前章において取り上げた地理テキストの内容分析から,イギリス地理教
育におけるESDの特徴について以下の点をあげることができる｡
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表4　日ライマ州の開発計画について策定するためのアクティビティー
【ロライマ州の地理的諸条件】
① 1980年～90年にかけて7万5 †一人から27万5千人と急激な人口増加がみられた｡
2000年現在の人目は35万人に達している｡
②　ヤノマミ族は森林地帯に屠任しており,その人口密度は極めて低い｡
③ 1988年の金の発見以来,ゴールドラッシュとなり,数千もの人々が採掘を行って
いる｡
④　ロライマ州の熱帯林の伐採率は5%にすぎず,生態系の多くは人為的な影響を受
けていない
⑤　州南部は手つかずの森林地帯となっている｡
⑥　州を中央に縦断する高速道路(BR174)が1978年に開通した｡
(お　州内にはブラジル北部からの移民が多く居住している｡
⑧　州都のボアビスタは州人目の半数が居住している｡
⑨　近年,人河川に巨大な水力発電所が建設された｡
【あなたの決定】
あなたはロライマ州の開発計画を策定することを求められている｡そのプランは州
の熱帯雨林を資源として開発･保全することが目的である｡テキスト前ページに示さ
れている2つの開発計画(プランA,プランB)を取り入れることもできる｡開発に
あたっては,以下の点を熟慮に入れなければならない｡
圧)この計画は誰にとって有利なのか?先住民?それとも先住民以外の他の地元の
人々?それともブラジル国民全体?
②　自然環境はどの程度まで保全していくのか?
③　あなたの立てた計画案は長いスパンで考えた場合,持続可能であるかどうか?
【あなたの仕事】
〔アクション1〕
あなたの考えた開発計画を示すためのスケッチマップを描け｡
〔アクション2〕
自分自身の考えを正当化するために3分間スピーチの草案を作成せよ｡その際,あ
なたは以下のことについて説明をしなければならない｡
(手　あなたの作成したプランは他のそれと比較して優先順位が高い｡
(彰　ある程度の土地利用開発をあなたが認めたのはなぜなのか?
③　あなたが開発を考える場合,空間的規模と場所を考慮に入れる｡
④　あなたの策定した計画はどのような開発を視野に入れているのか?
(9　あなたの策定した計画はどのように熱帯林の保全に貢献しているのか?
第一に,環境問題をローカルレベルからグローバルレベルに至る大小
様々なスケールから考察していることである｡テキストでは,アマゾンの
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表5　第1章TheAmazon rainforestのレビュー問題
間1　以下の系統図(省略)を見よ｡この系統図はアマゾンの熱帯林開発に伴い生じ
るものと思われる諸課題が描かれている｡この図を参考にしながら,系統図を
完成させよ｡
間2　熱帯雨林がはっきりと記入されているブラジル全土のスケッチマップを用意
し,次の間発行為を地図上に描け｡
集落,牛の放牧場,水力発電所,鉱産資源の採掘所,先住民族の居住地,金鉱
の分布区域
間3　熱帯林はなぜ国際的な取り決め事項の対象となっているのか｡次の観点から説
明せよ｡気候調節,対外債務,合法･非合法な貿易,先進国での木材の消費
熱帯林破壊とそれに伴って生じる様々な環境問題が空間的スケールの大小
に応じて扱われている｡具体的には,熱帯林破壊そのものをローカルな規
模での生態系破壊の問題として位置づけており,生態系破壊によって生じ
る他の諸問題,すなわち野生生物の減少,食物連鎖の崩壊,土壌浸食,植
生の変化,水収支の変化,地球温暖化,気候変動といった諸問題について
は,空間的考察を行うのに相応しい大小のスケールに応じて学習内容とし
て配列されているのである｡
第二に,環境問題を切り口に他の様々な諸課題-とアプローチを試みて
いることである｡テキストでは,熱帯林破壊を切り口にしながら,先住民
族の生活権の侵害,新興国としてのブラジルの国際的地位(輸出指向産業
の振興,木材輸出政策など),国内向けの諸政策(貧困層-の雇用･住宅
政策,都市への人口集中,エネルギー政策,インフラ整備など)といった
地理的諸事象が互いに関連しあっていることを学習者に理解させるために
多様な学習活動が設定されている｡このことは｢森林伐採-生態系破壊｣
という図式にとどまらない総合的な観点から物事を考察することの大切さ
を示すものであるといえる｡
第三に,地理的テーマ(課題)と事例地域との一体化がなされているこ
とである｡テキストでは,本稿で対象としたアマゾンの熱帯林破壊をはじ
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めとする諸課題を考察するにあたって相応しい地域が事例として設定され
ている｡このことは系統地理的あるいは地誌的という従来型のアプローチ
の枠組みを超えた主題的アプローチの確立という観点から今後の地理教育
のあり方に示唆を与えるものといえるだろう｡また,現代的諸課題への対
応,ないしは社会的有用性の追求という観点から地理教育の果たすべき役
割を考えていく意味において一石を投じるものといえるだろう｡
第四に,価値判断･意思決定のプロセスを重視していることである｡テ
キストでは,熱帯林伐採の効果と損失を踏まえ,自らが描く望ましい開発
のあり方について環境と経済とのバランスに配慮しながら判断･決定させ
ていく場面がある｡すなわち,価値判断･意思決定のプロセスを学習者に
じっくりと追認させることで持続可能性の概念やその重要性について気づ
かせていくための仕掛けづくりがなされているのである｡このことは学習
者が早急な結論を出すことを防ぎ,熱帯林伐採の是非という論争問題に関
わる諸資料を様々な角度から吟味した上で,より良い解決策を見出してい
くという主体的な学習活動を支援することにもつながるものである｡
第五に,政策提言型の課題を重視していることである｡テキストでは,
地域の実情を踏まえた開発プランを作成し,それを様々な角度から吟味･
検証した上で,論理的根拠を踏まえた提言を行うというような学習プロセ
スが重視されている｡それとともに,自ら提言したプランの是非について
再度吟味･検証を行い,それを修正した後に再びプランを提言するという
ようなフィードバックを繰り返していくプロセスも強調されている｡すな
わち,オープンエンド型の地理授業のあり方を提唱しているととらえるこ
とができるのである｡このことは従来においてあまりみられなかった新し
いタイプの地理授業のモデルケースとしての可能性をおおいに秘めている
といえるだろう｡
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V.日本の地理教育におけるESD実施へ向けての課題と展望
-むすびにかえて-
Ⅱ章でも述べたように, ｢地域性｣ ｢総合性｣ ｢問題解決｣を重視した地
理教育がESDの実施に相応しい条件を備えていると筆者は考えている｡
特に地理Aは, ESDの理念に最も合致した科目であると考える｡なぜな
ら,この科目は地理教育の立場から現代的諸課題へのアプローチを試みて
いることに大きな特色があるからである｡具体的には,学習者が地理的技
能を駆使しながら探究型の学習プロセスを通じて現代世界の動向に気づい
ていくことを第一の目標としていること｡それとともに,異文化理解と地
球的諸課題の2つのテーマに焦点を当て,対象地域の特性を踏まえながら
それら2テーマについて空間的視点から分析･考察することで,地球社会
を構成する各地域の多様性を認識するとともに,そこで起こっている諸問
題を発見し,解決への糸口を見出し,そのための道筋を描いていくことを
21)
第二の目標としているのである｡
だが,実際の地理Aの教科書を見ると,具体的事実の記述にとどまっ
ているように感じられる｡例えば,元来,異文化理解を目的とした生活･
文化の学習が,世間からの学力低下の指摘の下,世界像形成や大学入試へ
の対応をスローガンに世界諸地域を網羅的に扱うようになり,その結果,
地理的事象を羅列しただけの地誌学習に変容してしまっている｡また,地
球的諸課題を扱った学習についても同様に,具体的事実の記述に終始する
とともに,表面的な解決策を列挙するだけにとどまっているように感じら
れる｡いわば,思考･判断プロセスを踏まえた地理的技能と学習内容とが
一体化していないという問題点が存在するのである｡それゆえに,問題解
決･政策提言･社会参加-と至る学習プロセスを学習内容にどのように組
み込んでいくのかが今後の課題となる｡
先に言及した次期指導要領の方向性について定めた中教審答申における
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地理Bの基本方針は｢現代世界の自然環境,資源,産業,人口,都市･
村落,人種･民族などに関する地理的事象の分布やその要因などについて
体系的に考察させるとともに,それらの学習で習得した知識,概念や地理
的技能を活用して,世界諸地域の地域的特色を歴史的背景に留意して多面
22)
的･多角的に考察させ,地理的見方や考え方を培うことを一層重視する｣
と明記されており,系統地理学習と地誌学習とを主軸とした地理学的性格
を一層強めていくことが予想される｡その反面,地理Aは, Ⅱ章でその
基本方針について若干触れたように,現代的諸課題を中心に,学習者に
とっての身近な生活圏と地球社会とを切り結ぶことを意図した主題学習的
な観点から学習内容が構成されるとともに,方法論において探究型の学び
を重視した問題解決的なアプローチを一層強めていく可能性が高い｡この
ことは地理教育におけるESD実施へ向けての好機ではないかと筆者は考
えている｡
以上､本稿では,イギリス地理教育におけるESDへの取り組みについ
て中等教育地理テキストPROBLEM SOLVING PRACTICEの分析を踏
まえて論じていった｡イギリス地理教育におけるESDへの取り組みを垣
間見ることによって,日本の地理教育の課題が浮き彫りになるとともに,
今後の改善策について考えていくためのきっかけづくりができたように思
われる｡それと同時に,日本の地理教育の中でいかにしてESDの理念を
取り込んでいくのか,そのためのヒントを得ることができたように思われ
る｡
〔付記〕
本稿は2008年度日本地理教育学会大会(於　三重大学)において口頭発
表した内容に加筆･修正を施したものである｡本稿執筆の機会を与えて下
さった専修大学文学部の福島義和教授に心より感謝の意を申し上げます｡
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〔注〕
1) ESDの一般的な定義については,阿部(2006),田中編(2008)を参照のこと｡
2)詳細については, Esp-Jホームページ(www.esd｣.org)を参照のこと｡
3)日本国内においても,特に環境教育や開発教育の分野においてESDを踏まえた
理論や授業実践がしばしば目につくようになった｡詳しくは日本環境教育学会
発行の機関誌『環境教育』,開発教育協会発行の機関誌『開発教育』を参照され
たい｡
4 )詳細については,文部科学省ホームページ(http :〟www.mext.go.jp/a_menuノ
kokusai/jizoku/index.htm)を参照のこと｡
5)詳細については, ｢国連持続可能な開発のための教育の10年｣ホームページ(http:
//portal. unesco. org/education/en/ev. p九p-URLJD ≡ 27234 & URL_DO ≡ DO
TOPIC&URLSECTION=201.html)を参照のこと｡
6)これに関連して,小林(2008)は, ESDを｢環境｣ ｢経済｣ ｢社会｣の3領域の
複合的な概念として位置づけている｡このことはESDの学習内容構成を考える
際のヒントとなるものと筆者は考える｡
7)地理教育と社会参加との関係については,泉(2006a)を参照のこと｡なお,礼
会参加を視野に入れた地理教育のあり方について,日本ではこれまでほとんど
議論されていなかったが,最近になって,永田(2008)がこれについてESDと
の関わりから具体的に論じている｡
8) ESDの目指す能力については,梅村(2008)が詳細に論じている｡
9)社会科地坪教育論については,山口(2002)が自著の中でその論を支持する立
場から詳細に論じている｡筆者の地理教育に対する見解も彼の立場に近い｡
10)内藤(1990)は,地域研究の専門家の立場から地理学を社会問題解決という観
点から位置づけている｡一方,伊藤(1998)は,地域政策論の立場から政策提
言を指向した地理学のあり方について論じている｡
ll)地理教育の定義については,泉(2003)を参照されたい｡
12)地理教育とESDとの関係について泉･池卜(2008)も詳細に論じている｡
13)詳細については,文部科学省が2008年1月17円に告示した｢幼稚園,小学校,
中学校,高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について｣ (http :〟
www.next.go.jp/a_menlJshotou/newICS/news/20080117.pdf)を参照のこと｡
なお,同年12月22口には｢高等学校学習指導要領案｣ (http :〝www.next.go.jp/a
menu/shotouノnew-cs/081223.htm)が公表された｡学習指導要領案は教育関係
者や一般市民からのパブリックコメントを経た後, 2009年3月下旬には正式な
形で告示される予定である｡新学習指導要領は, 2013年4月より高等学校にお
いて学年進行によって実施されることになる｡その内容についての詳細は別稿
に譲りたい｡
14)詳細については,泉(2006b)を参照のこと｡なお,彼は中等教育前期段階(キー
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ステージ3)におけるナショナル･カリキュラム地理の全訳を行っている｡
15)イギリス地理教育におけるESDへの取り組みについては,志村(2006)を参照
のこと｡
16)大酉(2008)は,ルナェルン宣言の全訳を行っている｡
17)泉(2008)は,地理オリンピックに出題された試験内容をESDとの関わりから
分析を試みている｡
18)古今書院発行雑誌『地理』誌上にて2008年4月号より1年間の予定で12本の論
考が連載される｡各論考では,地理学者のフィールドワークの成果をもとにESD
の観点から地理教育論を構築し,それに基づいた授業実践プラン･地理教材の
開発を提言しているo　いわば, ESDを媒介に研究者と現場教員とのコラボレー
ションを試みている所に特色がある｡
19)ほぼ毎月1回の例会を開催し, 『地理教育フォーラム』という冊子も毎年1凹発
行するなど活発な活動を続けている｡活動の概要については和田(2008)を参
照されたい｡広島でこれほどESD研究が活発である理由は,地理科学学会の母
体となっている広島入学の附属中学･高等学校がユネスコ協同学校の一一一･員と
なった1953年以来, ｢地球規模の問題に対する国連システムの理解｣ ｢人権･民
主主義の理解と促進｣ ｢異文化理解｣ ｢環境教育｣の4分野を柱に教育活動に精
力的に取り組んできたことに由来している｡
20)イギリス国内におけるGCSEの出題に関わっている5団体のうちの一つであ
る｡
21)これに関連して,熊野(2002a) (2002b)の一連の研究では,問題解決･価値
追求へと至る学習プロセスを重視した高校地理Aにおける現代的諸課題学習の
授業プランを提案している｡
22)前掲書個を参照のこと｡
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